
                         ＴＴＣ提案山行実施記録表       2010年3月31日   報告者：佐藤 清 

 山行名 西丹沢ミツバ岳から世附権現岳へ       ［835.5m・1018.8m／神奈川県］  

 実施月日 Ｈ２２年３月２７日(土)       日帰り        往復マイクロバス利用  

天候／参加人員 天候：小雪のち曇り    レベル：★☆          参加人員（申込:１３人、実行:１９人）  

ﾊﾟ-ﾃｨｽﾀｯﾌ ＣＬ/計画:  ＳＬ:   会計:   救護:  写真：    スタッフ名削除  

参加メンバ 

男性： ６名 

女性：１３名 

Ａ班：(班長)、 

Ｂ班：(班長）、                 氏名削除 

Ｃ班：(班長）、 

 

費 用  約４，０００円  

収入￥76,000 

支出\74,900 

カンパ金：\1,100    

【内訳】ﾏｲｸﾛﾊﾞｽﾚﾝﾀｶｰ代 \40,000、ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ謝礼 \18,000、燃料代＠100×（120km＋50 km）÷5＝

3,400、有料高速代（厚木―大井松田 450）＋(復路450)＝900、入浴代＠700×19＝13,300－700＝12,600

（団体割引利用）、支出総合計 ￥74,900 

 

 歩行時間 行動時間 休憩時間 下見山行：あり  

ガイドブック ― ― ― 滝壺橋～世附権現岳の間はガイドブックに登

山道、時間の記載がなくガイドブックの時間

を記入していません。 

 

計画 ４：１０ ５：２０ １：１０  

実行 ４：２０ ５：４３ １：２３  

実行コ－スタイム記録  

                              通勤割\450               

鳶尾＝＝＝厚木各地＝＝＝厚木ﾖ-ｶﾄﾞ-前＝＝＝東名厚木バス停＝＝＝大井松田ＩＣ＝＝＝駐車場（体操、トイレ）＝＝＝登山口  

7:00             7：30         7：37        7：56        8：21～34         8：39～48  

 0:28        0：58         1：02  昼食     0：51     1：01  

―――（脱ぎタイム）―――ミツバ岳頂上―――世附権現岳頂上―――二本杉峠―――細川橋バス停＝＝＝ぶなの湯＝＝＝道の駅山北  

     9：16～23       10：21～40    11：42～12：30    13:21～30     14：31～43  14：50～15：55   16：10～28 

 松田ＩＣ＝＝＝東名厚木バス停＝＝＝厚木ﾖ-ｶﾄﾞ-前＝＝＝厚木各地＝＝＝鳶尾 

  16：46      17：34        17：57      累積標高差（登り／下りとも）：約６７０ｍ／歩行距離：約６km 

 

コ－スの概要、 特記事項、反省事項 等  

いつも山行の出発は6時台前半である。今日は厚木ヨーカドー前を7時30分にマイクロで出発する。どなたかが『今日は

ゆっくりの出発で助かるわ。』『たまにはいいわね。』との声も聞こえる。道路は東名高速も含めすいていたので、予定

より30分ぐらい早く丹沢湖レストハウス近くの駐車場に着く。滝壺橋の登山口には駐車スペースがないので、ここでトイ

レと準備体操をする。マイクロから降りると白いものがチラチラ降っている。天気予報では曇りのち晴れだったが小雪と

はまいった。中止にするほどの雪ではないので準備体操をして、マイクロに乗り込み登山口まで送ってもらう。橋の手前

に滝壺橋の名が大きく記された立て看板を渡りきった右側の石段から山道に入る。 

我々がマイクロから降りていると４～５台のタクシーが滝壺橋に到着する。皆さん、天候が悪いのにミツバ岳に登るの

か。ずいぶん、物好きだと思ったが、我々も同様である。そういえば、３月２４日に西丹沢自然教室へ電話したら『２７

日はミツマタが見ごろで、登山客が多いですよ。』と言っていたのを思い出した。 

登山口から上に伸びている急坂をジクザクに登る。ガイドブックには道が記載されていないが、はっきりとした踏み跡

があり迷うことはない。気温は低いのに登りでは汗をかくのだろう出発して30分で脱ぎタイムを取った。１時間も歩くと

右側の薄暗い植林の中に点々とお目当てのミツマタが見られるようになってきた。 

登山口から１時間４０分歩くと雑木林の急坂をジグザグに登りきり、一段落をした尾根上の平坦地に鹿柵が囲うように

張ってあった。ここから頂上にはすぐに着く。ミツマタの群生が見えたらそこがミツバ岳の頂上だ。先客は20名を超えて

いたと思いますが、こんなに多く登山者が来る山だとは思っておらず少々驚きだ。 

ここで大休止をとる。思い思いにカメラを手にしてミツマタをバックに写真を撮っている。 

晴れていれば左側の広場から富士山が見えると西丹沢自然教室の方が言っていたが、小雪はまだ続いており、今日はま

ったく見えない。ミツバ岳から世附権現岳に向かい、しばらくなだらかに歩いて少し下ると左側が植林になり、その中に

もミツマタの群生が見られ、満開の黄白色の花が日陰を明るくしていた。 

コルから世附権現岳の頂上までは標高差200ｍぐらいはある。大山より少しハードと計画書に書いたのは、ミツバ岳プラ

ス世附権現岳の登りを合わせてのことである。 

ミツバ岳から１時間で世附権現岳の頂上に着いた。ここで、寒かったがゆっくりと昼食を摂った。二本杉峠に向かうが

二本杉峠まではかなりの急な下りである。山道も少しぬかるんでいたので慌てずにゆっくり歩く。二本杉に着けば後は緩

やかな下りとなり細川橋バス停に向かう。 

 整理体操をしてぶなの湯にゆっくり浸かり、道の駅山北で買い物をして、今日の山行は滞りなく無事に終了した。 

 

 

 


